
 

第
35
代 

西
田
本
部
長
離
任
式 

初
め
ま
し
て
。私
は
、６
月
28

日
を
も
ち
ま
し
て
、前
任
の
西
田

１
等
海
佐
か
ら
第
36
代
自
衛
隊

長
崎
地
方
協
力
本
部
長
を
引
継

ぎ
ま
し
た
江
上
１
等
海
佐
で
す
。 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、平

素
か
ら
長
崎
地
方
協
力
本
部
の

業
務
に
対
し
て
深
い
ご
理
解
と

多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
、
長
崎

地
方
協
力
本
部
を
代
表
し
、
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
長
崎
地
方
協
力
本
部

が
地
域
の
皆
様
と
防
衛
省
・
自

衛
隊
と
の
「
か
け
は
し
」
に
な
る

と
い
う
責
任
の
重
さ
を
考
え
ま

す
と
、改
め
て
気
を
引
き
締
め
る

と
と
も
に
、そ
の
役
割
を
果
た
す

べ
く
真
摯
に
取
り
組
ん
で
行
こ

う
と
固
く
決
意
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。 

さ
て
、我
が
国
周
辺
を
含
む
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
安

全
保
障
環
境
は
日
々
変
化
し
て

お
り
、既
存
の
秩
序
を
め
ぐ
る
不

確
実
性
が
増
大
し
て
い
る
情
勢

下
に
お
い
て
、
防
衛
省
・
自
衛
隊

で
は
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
・
電
磁
波

等
、新
た
な
領
域
に
お
け
る
能
力

と
陸
海
空
の
従
来
領
域
に
お
け 
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る
能
力
を
有
機
的
に
融

合
し
た
領
域
横
断
作
戦

能
力
の
構
築
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、各
種
事
態

に
対
し
シ
ー
ム
レ
ス
か

つ
機
動
的
に
対
応
し
、

日
々
任
務
に
従
事
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、こ
れ
ら
の
取
り
組

み
・
活
動
に
は
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
支
援
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
は
論

を
俟
た
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
地
方
協
力
本

部
は
、自
衛
官
採
用
か
ら

退
職
す
る
自
衛
官
再
就

職
援
護
、そ
し
て
予
備
自

衛
官
の
管
理
等
、
自
衛

隊
の
人
的
基
盤
を
支
え

る
極
め
て
重
要
な
任
務

を
担
っ
て
い
ま
す
が
、こ

れ
ら
の
任
務
達
成
に
も
、

地
域
社
会
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
支
援
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。 
 

私
共
長
崎
地
方
協
力

本
部
は
、皆
様
か
ら
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
頂
く

た
め
、誠
心
誠
意
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

 

最
後
に
、改
め
て
日
頃

の
皆
様
の
ご
支
援
に
感

謝
致
し
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
と
の
「
か
け
は
し
」

と
な
り
ま
す
こ
と
を
お

約
束
し
、着
任
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

６
月
３
日
（
木
）、
長
崎
地
本
島
原
地
域

事
務
所
（
所
長 

有
山
泰
斗
２
陸
佐
）
は
、

島
原
市
復
興
ア
リ
ー
ナ
敷
地
内
の
消
防
団

殉
職
者
慰
霊
碑
前
で
実
施
さ
れ
た
「
い
の

り
の
日
」
追
悼
行
事
へ
参
加
し
た
。 

こ
の
行
事
は
、
平
成
３
年
６
月
３
日
に

発
生
し
た
雲
仙
普
賢
岳
大
火
砕
流
に
よ
り

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼
す
る
行
事

で
、
島
原
市
で
は
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
、
毎
年
こ
の
日
を
「
い
の
り
の

日
」
と
定
め
て
お
り
、
今
年
は
災
害
か
ら

30
年
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
長
崎
県
知
事
も
参
列
さ
れ
、
し
め
や
か 

 

追悼行事「いのりの日」へ参加 

 

種
地
方
協
力
本
部
業
務
に
制
約
を

受
け
る
中
、
創
意
工
夫
と
感
染
対

策
を
講
じ
つ
つ
、
各
首
長
、
協
力

諸
団
体
の
長
等
を
訪
問
す
る
と
と

も
に
、緊
密
な
連
携
を
確
立
し
て
、

県
民
の
防
衛
省
・
自
衛
隊
に
対
す

る
理
解
の
促
進
と
信
頼
継
続
に
努

め
ら
れ
ま
し
た
。
募
集
業
務
に
お

い
て
は
、
厳
し
い
募
集
環
境
が
継

続
す
る
中
、
学
校
訪
問
等
を
実
施

す
る
と
と
も
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
有
効

活
用
等
各
部
員
を
的
確
に
指
導

し
、
数
多
く
の
入
隊
者
を
獲
得
さ

れ
ま
し
た
。
就
職
援
護
業
務
に
お

い
て
は
、
優
良
な
求
人
情
報
の
獲

得
に
努
め
、
退
職
隊
員
の
ニ
ー
ズ

に
合
致
し
た
就
職
援
助
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
退
職
隊
員
の
再
就

職
基
盤
を
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
予
備
自
衛
官
業
務
に
お

い
て
は
、
予
備
自
衛
官
等
と
の
連

携
強
化
を
図
る
た
め
、
予
備
自
衛

官
通
信
の
刊
行
、
予
備
自
衛
官
の

隊
員
自
主
募
集
等
、
予
備
自
衛
官

等
の
充
足
数
及
び
訓
練
出
頭
率
の

方
面
目
標
達
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。 ６

月
28
日
（
月
）
に
行
わ
れ
た

離
任
式
に
お
い
て
、
西
田
本
部
長

は
、「
皆
と
一
緒
に
勤
務
で
き
た
こ

と
を
誇
り
に
思
う
。あ
り
が
と
う
。

長
崎
地
本
の
益
々
の
発
展
と
健
勝

を
祈
念
す
る
。」と
述
べ
ら
れ
離
任

式
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
部
員
の
見
送
り
を
受

け
、
西
田
本
部
長
は
笑
顔
で
長
崎

地
本
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。 

６
月
28
日
付
で
、第
35

代
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力

本
部
長 

西
田
１
等
海
佐

は
、
補
給
本
部
（
十
条
）

に
ご
栄
転
さ
れ
ま
し
た
。 

西
田
本
部
長
は
、
統
率

方
針
「
県
民
と
の
か
け
は

し
に
な
る
」
、
要
望
事
項

「
誠
心
誠
意
」
・「
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
」
を
掲
げ
、
令
和

元
年
８
月
か
ら
約
２
年
間

勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
在
任

中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
を
受
け
、
各 

に
行
事
が
行
わ
れ
た
。 

当
日
は
悪
天
候
の
中
、
多
く
の
参
列
者
が
現
地
を
訪

れ
、
慰
霊
碑
前
で
は
朝
か
ら
献
花
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

大
火
砕
流
が
発
生
し
た
午
後
４
時
８
分
に
は
、
島
原
市

全
域
で
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
、
多
く
の
市
民
が
黙
祷
し
、

犠
牲
者
の
方
々
へ
の
追
悼
が
行
わ
れ
た
。 

な
お
、
予
定
さ
れ
て
い
た
陸
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
慰
霊
飛
行
は
、
悪
天
候
の
た
め
中
止
と
な

っ
た
。 

島
原
地
域
事
務
所
は
、
参
列
者
に
対
し
、
慰
霊
碑
前

に
展
示
さ
れ
て
い
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
及
び
装
甲
車
や
雲 

 

仙
普
賢
岳
噴
火
災
害

資
料
に
つ
い
て
、
案
内

及
び
説
明
を
行
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
災
害
で
１

６
５
８
日
間
と
い
う
長

期
に
わ
た
っ
た
自
衛

隊
の
災
害
派
遣
活
動

の
ほ
か
、
当
時
の
状
況

や
教
訓
な
ど
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
の
取
り

組
み
を
島
原
市
と
共

に
行
い
、
地
域
住
民
の

自
衛
隊
に
対
す
る
理

解
の
深
化
に
努
め
る
。 

（
島
原
地
域
事
務
所
） 

第 36代本部長に江上昌利 1等海佐が着任 



 

（
援
護
課
） 

（
募
集
課
） 

 

こ
の
締
結
に

よ
っ
て
、
本
年
度

以
降
も
見
込
ま

れ
る
厳
し
い
コ

ロ
ナ
情
勢
下
に

お
い
て
も
、
新
た

な
入
隊
隊
員
の

家
族
に
対
す
る

長
崎
県
自
衛
隊

家
族
会
へ
の
入

会
促
進
に
繋
げ

る
こ
と
が
で
き
、

今
後
の
長
崎
県

に
お
け
る
自
衛

隊
家
族
会
の
発

展
と
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
自

衛
隊
長
崎
地
方

協
力
本
部
と
連

携
を
深
化
さ
せ

て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

長
崎
地
本
（
前
本
部
長 

西
田
洋
一
郎
１

海
佐
）
は
６
月
７
日
（
月
）
か
ら
11
日
（
金
）、

長
崎
県
内
で
若
年
定
年
退
職
予
定
隊
員
向

け
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。 

本
施
策
は
、
若
年
定
年
退
職
予
定
隊
員
に

対
し
て
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実

施
し
、
再
就
職
先
と
な
る
職
域
の
拡
大
、
再

就
職
者
の
早
期
離
職
防
止
を
図
る
と
と
も

に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
企
業
に
対
し

自
衛
官
の
有
用
性
を
周
知
す
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
て
い
る
。 

県
内
か
ら
４
名
の
隊
員
が
参
加
し
、
佐
世

保
市
内
の
４
社
の
協
力
を
得
て
、
各
企
業
に

お
い
て
業
務
体
験
や
Ｏ
Ｂ
隊
員
と
の
懇
談
等

が
実
施
さ
れ
た
。
参
加
隊
員
か
ら
は
再
就
職

先
選
定
や
取
得
す
べ
き
資
格
に
つ
い
て
参
考

に
な
り
、
再
就
職
に
対
す
る
不
安
や
疑
問
の

解
消
が
図
れ
た
と
好
評
を
博
し
、
企
業
か
ら

も
参
加
隊
員
の
き
め
細
や
か
な
仕
事
ぶ
り
な

ど
を
賞
賛
し
て
い
た
だ
き
、
自
衛
官
の
有
用

性
周
知
も
図
る
こ
と
が
で
き
た
。 

最
終
日
に
は
参
加
者
と
地
本
担
当
者
で
意

見
交
換
会
が
実
施
さ
れ
、
運
輸
業
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
資
格
を
取
得
し
て
倉
庫
管

理
も
あ
り
か
な
と
考
え
て
い
た
が
、
今
回
現

場
で
あ
ま
り
に
高
い
レ
ベ
ル
の
操
作
技
術
を

見
て
、
自
分
に
は
無
理
だ
と
悟
っ
た
。
考
え

が
甘
か
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
。」と
の
意
見 
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人 

事 

お 世 話 に な り ま し た  

【 

定 

年 

退 

職 

】 
 

長
崎
地
本
（
前
本
部
長 

西
田
洋
一
郎
１
海
佐
）
は
、
令
和
３
年
６
月
５

日
（
土
）
及
び
令
和
３
年
６
月
６
日
（
日
）
の
２
日
間
を
も
っ
て
、
第
１
回

自
衛
官
候
補
生
試
験
を
実
施
し
た
。 

こ
の
試
験
に
は
、
県
内
の
60
名
（
男
子
41
名
、
女
子
19
名
）
の
志
願
者

が
、
筆
記
試
験
、
適
性
検
査
及
び
口
述
試
験
並
び
に
身
体
検
査
を
受
験
し
た
。 

こ
の
自
衛
官
候
補
生
の
制
度
は
、
入
隊
と
同
時
に
「
自
衛
官
候
補
生
」
に

任
命
さ
れ
、
約
３
か
月
の
間
、
自
衛
官
と
し
て
必
要
な
資
質
を
高
め
る
た
め
、

自
衛
隊
の
組
織
、
編
成
、
規
則
、
礼
式
な
ど
の
基
本
的
な
技
能
を
学
び
、
陸

上
自
衛
官
が
１
年
９
か
月
、
海
上
・
航
空
自
衛
官
が
２
年
９
か
月
勤
務
す
る

制
度
で
、
任
用
期
間
内
は
職
務
を
通
じ
て
体
力
と
技
術
を
磨
き
つ
つ
、
そ
れ

ら
に
関
係
す
る
資
格
取
得
も
目
指
せ
る
。 

 

３等陸佐 小笹 真千夏 

若年定年退職予定隊員インターンシップ 

を 実 施 （ 令 和 ３ 年 度 第 １ 回 目 ） 

 

も
聞
か
れ
、
参
加
隊

員
の
再
就
職
先
選

定
に
当
事
業
が
機

能
し
て
い
る
こ
と

が
覗
え
た
。 

長
崎
地
本
は
、
今

年
度
さ
ら
に
２
度

の
若
年
定
年
退
職

予
定
隊
員
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
計

画
し
、
隊
員
が
安
心

し
て
第
２
の
人
生

を
出
発
で
き
る
よ

う
就
職
の
援
助
を

充
実
さ
せ
て
い
く
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
崎
地
本
（
前
本
部
長 

西
田
洋
一
郎
１
海
佐
）

は
６
月
23
日
（
水
）、
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
庁

舎
に
お
い
て
、
公
益
財
団
法
人
長
崎
県
自
衛
隊
家
族

会
と
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
と
の
間
で
「
入
隊

予
定
者
に
係
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
」
に
関
す
る
協

定
書
を
締
結
し
た
。 

本
件
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
っ
て
、
入
隊
（
校
）
予
定
者
激
励
会
の
開
催
が
で
き

な
い
こ
と
に
よ
り
、
家
族
会
へ
の
入
会
案
内
が
全
国

的
に
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
改

善
す
べ
く
、
全
国
自
衛
隊
家
族
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
た
長
崎
県
自
衛
隊
家
族
会
の
浦
田
会
長
か

ら
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
長
へ
の
申
し
入
れ
に

よ
り
、
２
月
以
降
、
長
崎
県
自
衛
隊
家
族
会
と
自
衛
隊

長
崎
地
方
協
力
本
部
と
の
間
で
協
議
を
重
ね
、
協
定

書
の
締
結
に
至 

っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

公 益 財 団 法 人 長 崎 県 自 衛 隊 家 族 会 と 
自衛隊長崎地方協力本部との間における協定書の締結 

第

1

回
自
衛
官
候
補
生
試
験 

任
期
を
終
え
て
も
次
期
の
継
続
任

用
が
可
能
で
あ
り
、
更
に
は
選
抜
試
験

等
を
受
験
し
て
曹
を
目
指
す
こ
と
も
で

き
る
。 

今
回
の
試
験
の
み
な
ら
ず
、
８
月
、

９
月
、
12
月
に
も
自
衛
官
候
補
生
試

験
を
予
定
し
て
お
り
、
今
回
以
上
に
多

く
の
志
願
者
が
予
想
さ
れ
る
。
今
後
、

一
人
で
も
多
く
の
若
者
が
自
衛
官
と

い
う
職
業
の
魅
力
を
理
解
し
て
志
願

し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
つ
つ
、
日

夜
、
募
集
活
動
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
募
集
課
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

協定書に押印する自衛隊長崎地方協力本部  

西田前本部長 

協定書に押印する長崎県自衛隊家族会  

浦田会長 


